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●要旨
学生たちによるユニバーサルなまちづ
くりの取 り組み事例を紹介 しながら,
まちの将来像に夢をふ くらませること
の重要性を述べた｡まちづ くりは住民
一人ひとりのアイディアの積み重ねか
ら作 られるべきものであり,普段から
提案型の考え方を持ちアイディアを積
極的に世に問う姿勢こそがスローエイ
ジング時代のまちづ くりに求められる
ものであることを示 した｡
●KeyWords
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●はじめに
あなたの住む町,｢住みにくいなあ｣と思ったことはあ
りませんか｡｢車社会で,どこに行 くにも遠い｣｢若者向
けのモールはできたけど,出かけたいとは思わないし｣
-そう,そんなときは自身の手でまちをかえてゆけばよ
いのです- ｢ええっ,そんなことできるわけない｣と
思われるかもしれません｡でも,ちょっと待ってください｡
あなたの住むまちです｡決して不可能ではないのです｡
ここでは,自分たちのまちを住みやす くしたいと,大
学生たちがよってたかって作 りあげてきたまちづ くりの
アイディアの一端をご紹介しながら,自らまちづ くりに
対 して｢提案｣していくことの大切さをお話 してみたいと
思います｡
●バリアフリー とユニバーサル
デザイン
バリアフリーとユニバーサルデザイン,どちらも最近
よく耳にする言葉ですね｡家の中や歩道などからできる
だけ段差をなくして,足や目の不自由な方,あるいは車
椅子の利用者にとって無理のない移動空間を提供 しよう
とする考え方がバ リアフリーの根盲原的発想 といえるで
しょう｡主に社会的弱者を対象とするデザインの発想で
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す｡これに対 しユニバーサルデザインとは,健常者を含
む全ての人々にやさしいデザイ ンという考え方で,建築
物やまちづ くりに限りません｡ 身近なところでは,もと.
もと戟争で片腕を失 くした人のための火付け具だったも
のが,一般にライターのデザインとして普及している,
という事例あたりが,ユニバーサルデザインの考え方と
してわかりやすいところかもしれません｡
まちづ くりにおけるバリアフリー,ユニバーサルデザ
インとは何なのか｡これには決定的な答えがあるわけで
はありません｡いやむしろ,多様な価イ直観に応えること
のできる回答を今の社会が求めている,と言ったほうが
よいでしょう｡ アイディアコンテス トやコンペという形
で盛んにまちづ くりに関するアイディア募集が行われ,
多 くの実用的な提案が生み出されて います. もし,
Webを見ることのできる環境があれば,一例ですが｢登
竜門｣1)というホームページを除いてみることをおすす
めします｡まちづ くりに関するものを含め,あなたの
ちょっとした提案を世に問う場が数多 く提供されている
ことがご理解いただけるのではないかと思います｡
●学生たちによるまちづくり
アイディア
1)鉄道で旅をしよう
日本中を自由に旅をする,誰しもあこがれることです
ね｡ご高齢であったり,障害をお持ちの方ならなおさら
でしょう｡ 各鉄道会社もエレベータを取 り付けたり,コ
ンコースを明るくしたりなど,バリアフリーへの取 り組
みは社会現象化 しています｡
私の研究室のとある女子学生が新潟の片田舎から東京
まで,車椅子旅行を敢行 しました｡公共空間のバリアフ
リー設計のヒントがほしい,という彼女の発想から,男
子学生2名を子分に(?),全行程車椅子で 1泊東京周遊
に行ったのです｡すると,乗車予約,乗 り換え,ホテル
のチェックイン,などにいくつものバリアが待ち構えて
いることに気づきました｡駅長さんは移動のために大変
よくしてくれるのですが,ちょっとした寄 り道がしづら
い,ということも-｡
この体験のあと,彼女は鉄道駅を題材とした卒業設計
｣
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車椅子使用者の働ける場所としてのキオスクは,学生ならでは
の発想だ｡健常者と視線を同じにするため床高をやや上げ,また
商品棚の位置は車椅子使用者の足の場所を考えて高さ調節できる
ようにするなど,実体験から生まれたアイディアが満載の作品
図1 ｢USJ2withTDS2｣(新潟工科大学 武田彩子)
制作に取 り組んだわけですが,その中に傑作なアイディ
アが一つ｡それは｢キオスク｣です｡お客さんは車椅子,
そしてその売 り子さんも車椅子(図1)｡｢障害を持ちな
がら働ける駅｣という発想は,学生発想ならではの究極
のユニバーサル駅なのかもしれません｡この作品の名前
は｢USJ2withTDS2-UniversalStationforJoyful
JourneywithTotalDesignforSide-tripandSelf-
fulfilment(寄 り道が満たしてくれる,楽しい旅のため
のユニバーサル駅)｣｡わが国の誇る2大遊園地の名前に
かけているところなど,ニクイ演出です｡建築学科の学
生設計作品としては異色な作品で したが,2001年度 し
ずおかユニバーサルデザイン大賞2)の一次審査をクリア
することができました｡
2) スポーツのまちをつくろう
私の所属する大学は新潟県柏崎市にあります｡高齢化
率 も25%を超えるなかで.まちの活性化の方向性を探
るべ く,まちづ くり政策提案コンペ｢プロジェクト21｣3)
が柏崎市の主催毎年開催されています｡
｢スポーツのまちとして活性化しよう｣という何ともユ
ニークな発想が,とある学生から飛び出してきました｡
高齢化が進み,潜在的な障害者も見込まれるこの地で,
スポーツがどのような役割を果たすのでしょうか｡ヒン
トは高知市街にありました｡2002年春,障害者スポー
ツ大会｢よさこいピック｣のリハーサル大会があ り,学生
たちとその視察に行きましたが,全国から多数の障害を
持つ方々が集結して車椅子バスケットボールなどに精を
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｢サンセットロー ド｣は,海沿いの風雨を和 らげる数々の機能が
盛 り込まれ,車椅子利用者などにも優 しいつくりだ｡そして｢ポイ
ントカー ドセンサ｣を市内のあちこちに設け,ジョギングなどでポ
イントをためる｡そのポイントでスポーツ施設などが割引になる｡
実現性という点では.セキュリティーつとっても杜間が多い｡し
かし｢若者もお年寄 りも,障害を持つ方もみんな外へ出ようよ｣と
いう発想は,学生たちの素朴な優 しさが生み出した柏崎のまちづ
くりの一つの方向性ではないか
図2 ｢みんなの心と体をうごかすまちづくり｣(新潟工科大学 河
合悟ほか)
出してお り,その激 しいぶつか り合いにしばし庄倒され
ました｡入場行進や トイレなどの会場処理の方法には学
ぶべき点が多々あり,また,まちを走る路面電車そのも
のが低床型バ リアフリーであるなど,まちを挙げてユニ
バーサルなまちをめざしていました｡
夜,カツオ定食をほおばりながら柏崎市街地の大きな
地図を広げ,夜中じゅう学生たちと柏崎のあり方を議論
したのはよい思い出ですが,その中から出てきたアイ
ディアが｢ポイント制｣です｡外に出て,山から海に至る
散歩コースをたどるほどにポイントがたまり,たまった
ポイントは体育施設や運動器具などの使用料に充てられ
る,というものです(図2)｡柏崎の地勢を生か して,辛
椅子にはやや勾配の急なチャレンジコースを設けて高ポ
イントを取得できることや,コースのゴールを日本海側
の夕日を拝める｢サンセットロー ド｣としているところな
どは粋な計らいのような気が します｡
この作品は,2002年度柏崎市｢プロジェク ト21｣コン
ペで優秀賞(第2位)をいただくことができました｡
3) オフィスチェアに取り付けられる車椅子ユニットの制作
車椅子を利用されているオフィスワ-カに注 目しま
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足の不自由なオフィスワ-カのための車椅子ユニット｡普段は
机の下に折りたたんでしまっておき,必要なときのみオフィスチェ
アに取 り付けて使える｡執務中はオフィスチェアを利用 し,食堂
や洗面所など,オフィスでのやや長い距離の移動時に簡単装着 し
て使う｡試作品は木製だが,意外にもがっちりしたつ くりだ｡ク
ラフトマン精神にあふれた,依田君らグループの｢優 しさ｣がにじ
む一品
図3 ｢着脱式車椅子ユニット｣(新潟工科大学 依田淳ほか)
しょう｡車椅子にもいろいろなデザインがありますが,
利用者が好 きなイスのデザインを任意に選べる状況には
なっていません｡また,オフィスワ-カを想定 したとき,
机に向かって横移動 もしにくい｡このあたりのことを,
キャスター付 きイスに取 り付けられる車椅子ユニットで
解決することを試みました(図3)0
仕事中はキャスター付 きのイスで仕事をしています｡
横の書類はキャスターで楽々移動 して手に取ることがで
きます｡お昼時に食堂に向かうとき,このユニットを机
の下から引っ張 り出してイスに取 り付ることで,洗練さ
れた車椅子が完成 します｡木工の得意な学生による,ク
ラフ トマンシップあふれる作品という感 じが しません
か｡この作品には2004年度｢しずおかユニバーサルデザ
イン大賞｣優秀賞(第4位)が授与されました｡
この作品には,実はウラ話 もあります｡当初の応募の
段階ではコンセプ トの中に｢働いているときは障害者 と
は認識 されない｡これは心の解放につながる｣という一
文があ りました｡ユニットの発想そのものが新 しかった
のでしょう,採用に値するという審査員 らの認識でした
が,ただこのコンセプ トにはクレームがついて条件付 き
採用 となりました｡｢この発想は,障害者であることを
隠そうとしていないか｣と- これには学生たち共々
ハツとさせ られました｡ユニバーサルデザインとは,健
常者であろうとそうでなかろうと胸 を張って生 きてい
く,そんなまちづ くり像を措 く発想なのです｡たとえ社
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賞品は製図用具｡賞金を出すつもりはないが(笑),｢自分の設計
作品が建つかもしれない｣というモチベーションは何にも代え難い
図4 恒例となった｢実在する施主様のための住宅設計コンペ｣プ
レゼン会と表彰式
会的なニーズがあるものであっても,そのことがイコー
ルユニバーサルデザインの理想像とは限らない,という
ことに気づかされた黄重な経験となりました｡
●まちづくりは小さな｢提案｣の
積み重ね
本学の建築学科では,毎年数回住宅設計コンペを開催
しています｡実在の施主様と敷地の条件に基づいて学生
からプランを募集すると,毎回数十編以上の作品が集ま
ります｡学夕日こて展示会を開催 して,ご来場の方々から
多数投票いただき優秀作品を決めるなど,大いに盛 り上
が ります(図4)｡学生たちにとっては｢自分の提案 した
建物が建つかもしれない｣という期待で面白がって取 り
組むから,いいものがパンパン出てきます｡
話は変わって,昨年度ジュニアギターコンクール4)で
私の中学生の娘が選んだ曲目はロドリーゴの｢スペイン
風3つの小品｣｡小さい頃から音符の一つ一つを教えて
きて,自分なりの表現をよくここまでで きるようになっ
たなあ,と感心｡最優秀賞の栄誉をいただきました｡コ
ンクールで求めているのは,CDの演奏を上手 く真似で
きる人ではありません｡｢この曲はこう弾 くべき!｣とい
う新しい提案ができる演奏家,つまりギター界に新 しい
風を吹き込む可能性のある卵を見つけようとしているの
です｡どんな世界も同じ｡｢女性の髪はこうカットすべ
き !｣という提案が受け入れられたらカリスマ美容師,
｢このご家族にはこんな家はどう?｣というデザインが受
け入れられたら立派な建築家です｡
｢こんな住宅はどうかな｣｢こんな音楽を奏でよう｣｢温
泉に行こう｣｢花を飾ろう｣-どんな世界でも｢こうした
らいいんじゃないかな｣というのを情報発信してみると,
家庭も職場も一気に明るくなります｡明るい顔で言って
みて,周 りがそれに乗ってきたらしめたもの｡もちろん,
元気のない人や気の合わない人,世の中いろいろなわけ
ですが,他人の考え方に文句を言うよりも,こんなのは
どう? という｢提案｣型の会話で物事を進めていくと毎
日がとても楽しくなります｡
世の中にはいろいろなまちづくりアイディアコンテス
トがあって,ご紹介してきたものほほんの一端です｡頭
の体操を兼ねて,一つ気の合う仲間と一緒に挑戦 してみ
てはいかがでしょうか｡世界に一つの宝物があなたの手
から生まれるかもしれません｡日々の生活を,自らの小
さな提案を積み重ねて少しずつ変えていく,という考え
方こそが,スローエイジング時代のまちづくりに求めら
れているのではないかと思います｡
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